
令和３年度採用

群馬県公立学校教員選考試験問題

養護に関する科目

受 氏
験
番
号 名

注 意 事 項

１ 「開始」の指示があるまでは、問題用紙を開かないでください。

２ 問題は、１ページから３ページまであります。「開始」の指示後、すぐに

確認してください。

３ 解答は、すべて解答用紙に記入してください。

４ 「終了」の指示があったら、直ちに筆記具を置き、問題用紙と解答用紙

の両方を机の上に置いてください。

５ 退席の指示があるまで、その場でお待ちください。

６ この問題用紙は、持ち帰ってください。
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１ 健康診断について、次の(1)～(5)の問いに答えなさい。

(1) 健康診断において、保健調査を行うことの意義を書きなさい。

(2) 小・中学校の結核検診時の問診６項目のうち、「本人の結核罹患歴」「本人の予防投薬歴」「自

覚症状」以外に３つ書きなさい。

(3) Ａ小学校では聴力検査の前に養護教諭がホワイトボードを用いて、検査の「目的」と「受け方」

について５分程度の事前指導を行う。ホワイトボードに示す「目的」と「受け方」の要点を書き

なさい。

(4) 学級担任から養護教諭に以下のような依頼があった。養護教諭として、児童Ｂの保護者に対し、

受診の必要性について、どのように説明するか書きなさい。

児童Ｂの保護者に、耳垢栓塞受診の勧告を行ったが、「たかが耳あか。家で耳のそうじをした

から大丈夫。受診はしない。」と言っている。来月から水泳指導が始まるので心配だ。養護教諭

から保護者に説明してほしい。

(5) 臨時の健康診断は、どのような場合に行うか。学校保健安全法施行規則第10条に示されている

５つのうち、「卒業のとき」以外の４つを書きなさい。

２ 学校環境衛生について、次の(1)、(2)の問いに答えなさい。

(1) 学校保健安全法第６条に定められた学校環境衛生基準の教室等の環境に係る事項を５つ書きな

さい。

(2) 飲料水について、次の①、②の問いに答えなさい。

① 日常点検について、a、bに基準を書きなさい。
検査項目 基 準

（ア）給水栓水については、（ a ）こと。

ただし、水源が病原生物によって著しく汚染されるおそれのある場合には、

飲料水の水質 ～以下省略～

（イ）給水栓水については、（ b ）こと。

（ウ）冷水器等飲料水を貯留する給水器具から供給されている水についても、

給水栓水と同様に管理されていること。

② 貯水槽を通して給水している学校において、夏季休業等で長期間、水道を使用しなかった場

合、飲料水の水質にどのような影響を及ぼすか。また、その対応について書きなさい。
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３ 保健教育について、「『生きる力』を育む小学校保健教育の手引（平成31年3月）文部科学省」を

踏まえ、次の(1)～(3)の問いに答えなさい。

(1) 学校における保健教育を効果的に進める上で、「教育課程の編成及び実施における教職員の共

通理解」の他に留意すべき点を２つ書きなさい。

(2) 保健の指導内容の体系化として、①～⑤に適する語句を書きなさい。

（ ① ）生活における健康・安全に関する基礎的な内容を（ ② ）に理解

できるようにする。

個人生活における健康・安全に関する内容を（ ③ ）に理解できるようにす

る。

個人及び（ ④ ）生活における健康・安全に関する内容を（ ⑤ ） に理

解できるようにする。

(3) 疾病予防の考え方として、一次予防、二次予防、三次予防の内容について具体的に書きなさい。

４ 保健室経営について、次の(1)～(3)の問いに答えなさい。

(1) 保健室の機能について、「救急処置（休養を含む）」以外に５つ書きなさい。

(2) 保健室経営計画の必要性を４つ書きなさい。

(3) Ｃ小学校の児童の主な健康課題は以下のようなものである。保健室経営計画の重点目標を①、

②に、具体的な方策をア～エに書きなさい。

児童の主な健康課題

○保健室来室者は、一日平均２０人でその６５％がけがによるものである。

○学校管理下のけがで医療機関を受診した児童は、前年度より１０％増加している。

○心疾患、腎疾患、食物アレルギー等により学校における配慮や管理を必要とする

児童が２７名と多い。

⇓
重点目標 目標達成のための具体的な方策

① ア

イ

② ウ

エ

小学校

中学校

高等学校
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５ 学校において予防すべき感染症について、次の(1)、(2)の問いに答えなさい。

(1) 次の文は学校保健安全法の一部である。下線部①及び②はそれぞれどのような状況か、麻しん

を例に具体的に書きなさい。

（出席停止）

第十九条 校長は、感染症にかかつており、①かかつている疑いがあり、又は②かかるおそ

れのある児童生徒等があるときは、政令で定めるところにより、出席を停止させることが

できる。

(2) Ｄ中学校の１学年主任から養護教諭に、学年集会で感染症予防について説明してほしいと依頼

があった。下の説明用の資料を完成させるために、対策を①～③に、具体的な方法をア～ウに書

きなさい。

病原体

感染症を予防する三つの対策

発病感染

対策（① ）

具体的な方法（ア ）

対策（③ ）

具体的な方法（ウ ）

対策（② ）

具体的な方法（ イ ）
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養護 解 答 用 紙 ２ 枚 中 の１
験

（ ３年 ）
番

号 名

１

(1)

( 2 )

( 3 ) 目 的

受 け 方

(要 点 )

(4)

( 5 )

２

(1)

( 2 ) a
①

b

影 響

②

対 応

３

(1)

( 2 ) ① ② ③

④ ⑤

(3) 一 次 予 防

二 次 予 防

三 次 予 防
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験

（ ３ 年 ）
番

号 名

４

(1)

( 2 )

( 3 ) ①

②

ア

イ

ウ

エ

５

(1) ①

②

(2) ①

②

③

ア

イ

ウ
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養護 解 答 用 紙 ２ 枚 中 の１
験

（ ３年 ）
番

号 名

１

(1) 健 康 診 断 を 的 確か つ 円 滑 に 実 施 す る こと が で き る。 な ど （ ３ 点）

(2) 家 族 等 の 結 核 罹患 歴 結 核 高 ま ん 延国 で の 居 住 歴 ＢＣ Ｇ 接 種 歴 （各２点×３＝６）

( 3 ) 目 的 難 聴 の 有 無 、そ の 程 度 を 検査 す る （ ２ 点）

・ 聞 こ え の よ い 耳 か ら 始 め る が 、 ど ち ら か わ か ら な い 時 は 右 耳 か ら 始 め る 。

受 け 方 ・ 受信 器 （ レ シ ー バ ー ） を 耳に 密 着 す る 。

・ 音 が 聞 こ え て い る 間 中 、 応 答 ボ タ ン を 押 す か ， 手 を 上 げ て 合 図 を す る 。 な ど

（ ４ 点）

(4) 耳 垢 塞 栓 は 、 鼓 膜 が 見 え な い 程 度 、 耳 あ か が た ま っ た 状 態 で 中 耳 炎 な ど の 病 気 が 隠 れ て い

る こ と が あ る 。 家 庭 で 除 去 す る と 悪 化 す る 恐 れ が あ る 。 耳 垢 栓 塞 の ま ま プ ー ル に 入 る と 耳 あ

か が ふ や け て さ ら に 聞 こ え が 悪 く な っ た り 、 外 耳 炎 を 起 こ す こ と が あ る か ら 、 受 診 の 必 要 が

あ る。 な ど （ ６ 点）

(5) ・ 感 染 症 又 は 食中 毒 の 発 生 し た と き

・ 風 水 害 等に より 感 染 症 の 発 生 の お それ の あ る と き

・ 夏 季 に おけ る休 業 日 の 直 前 又 は 直 後

・ 結 核 、 寄 生 虫 病 そ の 他 の 疾 病 の 有 無 に つ い て 検 査 を 行 う 必 要 の あ る と き ・

２ （ 各 ３ 点 × ４ ＝ １ ２）

(1) 換 気 採 光 照 明

保 温 清 潔 保 持 （ 順不 同） （ 各 ２ 点 × ５ ＝ １ ０）

(2) ａ 遊 離 残 留 塩 素 が ０ ． １ ｍ ｇ /L以 上 保 持 さ れ て い る （ こと ）

①

ｂ 外 観 ・臭 気 ・ 味 等 に 異 常 が な い（ こ と ） （ 各 ３ 点 × ２ ＝ ６）

影 響 遊離 残 留 塩 素 の 減 少 に より 、 細 菌 の 繁 殖 を 抑 制 で きな く な る お そ れ が あ る 。

②

対 応 多め に 放 水 し た 後 、 遊 離残 留 塩 素 の 測 定 及 び 濁 り 、匂 い 、 味 を 点 検 す る 。

３ （ 各 ３ 点 × ２ ＝ ６）

(1) ・ 教 科 等 横 断 的な 視 点 に 立 っ た 各 教 科等 の 関 連 を 図 っ た 指 導

・ 家 庭、地 域 と の 連 携 （ 各 ３点 × ２ ＝ ６）

(2) ① 身 近 な ② 実 践的 ③ 科 学 的

④ 社 会 ⑤ 総 合的 （ 各 ２ 点 × ５ ＝ １ ０）

(3) 一 次 予 防 適 切 な 食 事 や 運 動 不 足 の 解 消 、 禁 煙 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル な ど 生 活 習 慣 づ く り
の 取組 、 環 境 改 善 な ど

二 次 予 防 検 診等 に よ る 病 気 の 早 期 発 見と 早 期 治 療 な ど

三 次 予 防 適 切 な 治 療 に よ り 病 気 や 障 害 の 進 行 を 防 ぐ な ど
（ 各 ３ 点 × ３ ＝ ９）

ishizawa-ta
テキストボックス
以下はあくまでも解答の一例です。
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養護 解 答 用 紙 ２ 枚 中 の２
験

（ ３年 ）
番

号 名

４

(1) 健 康 診 断 健 康 相 談 保 健 指 導

発 育測 定 保 健 情 報セ ン タ ー な ど （ 各 ２ 点× ５ ＝ １ ０）

(2) ・ 学 校 教 育 目 標 や 学 校 保 健 目 標 等 に 基 づ く 保 健 室 経 営 を 計 画 的 、 組 織 的 に 進 め る こ と が で き
る 。

・ 健 康 課 題 を 踏 ま え た 保 健 室 経 営 計 画 を 立 て る こ と に よ っ て 、 健 康 課 題 を 教 職 員 等 で 共 有 で
き る 。

・ 教 職 員 や 保 護 者 等 に 周 知 す る こ と に よ っ て 理 解 や 協 力 が 得 ら れ 、 効 果 的 な 連 携 が で き る 。

・ 自 己 評 価 及 び 他 者 評 価 を 行 う こ と に よ り 、 課 題 が 明 確 に な り 改 善 点 を 次 年 度 に 生 か す こ と
が で き る。 な ど （ 各 ４ 点× ４ ＝ １ ６）

(3) ① け が の 防 止に 向 け た 指 導 の 充 実 を 図る 。 な ど

② 児 童 の 心 身 の 健 康 問 題 を 早 期 に 発 見 し 、 配 慮 を 必 要 と す る 児 童 へ の 組 織 的 な 対 応 の 充 実
を 図 る 。 な ど （ 順 不 同 ）

ア け が マ ッ プを 作 成 し 、 け が の 多 い 場所 を 知 ら せ 啓 発 す る 。 など

イ 児 童 保 健 委 員 会 で 「 け が の 予 防 」 を テ ー マ に 取 り 組 み 、 集 会 等 で 発 表 で き る よ う に 指 導
す る 。 な ど

ウ 配 慮 や 管 理が 必 要 な 児 童 に 対 し 、 学校 生 活 管 理 指 導 表 に 基づ いた 対 応 を 行 う 。 な ど

エ 配 慮 が 必 要な 児 童 一 覧 を 全 職 員 に 配布 し 、 共 通 理 解 の も と、 対応 を 徹 底 す る 。 な ど
（ 順 不 同）（ 各 ３ 点 × ６ ＝ １８ ）

５

(1) ① 麻 し ん 患 者と の 接 触 後 10 ～ 12 日 後 に発 熱、 咳 、 鼻 水 等 の カ タ ル症 状 が 出 現 し た 状 況

② 麻 し ん に 対す る 免 疫 を も た な い、あ る い は 免 疫 が 不 十分 な 状 況 （ 各 ４点 × ２ ＝ ８）

(2) ① 発 生 源 を なく す

② 感 染 経 路 を断 つ

③ 体 の 抵 抗 力を 高 め る

ア 加 熱 し て 殺菌 す る 、 日 光 で 消 毒 す る、 薬 品 を 使 っ て 消 毒 する

イ 石 け ん を 使 っ て 手 を 洗 う 、 部 屋 の 換 気 を す る 、 人 混 み を さ け る 、 マ ス ク を す る 、
外 か ら 帰 った ら う が い を す る

ウ 適 度 な 運 動 を す る 、 規 則 正 し く 栄 養 の バ ラ ン ス の よ い 食 事 を と る 、 早 寝 早 起 き 十 分 な 睡
眠 ・ 休 養 をと る 、 気 持 ち を 明 る く もつ 、 予 防 接 種 を 受 け る など （ 各 ３ 点 × ６ ＝ １ ８）

ishizawa-ta
テキストボックス
以下はあくまでも解答の一例です。



